
　

杉
原
泰
雄
一
橋
大
学
名
誉
教
授
が
「
憲

法
と
地
方
自
治
」
に
つ
い
て
講
演
し
、「
憲

法
は
『
地
方
自
治
』
を
位
置
づ
け
た
。
し

か
し
今
日
ま
で
地
方
自
治
が
根
着
い
て
い

な
い
、
明
治
以
来
の
富
国
強
兵
を
中
央
集

権
で
進
め
て
き
た
流
れ
が
、
今
日
な
お
政

官
財
の
支
配
体
制
と
し
て
続
い
て
い
る
」

と
、
復
興
の
遅
れ
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
、
原
発
再
稼
動
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
増

税
、
国
民
主
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
今

日
、
地
方
自
治
を
生
か
し
た
政
治
を
進
め

る
大
切
さ
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
場
有
浪
江
町
長
は
、
「
自
ら
が
原
発

の
安
全
神
話
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

何
よ
り
も
反
省
し
て
い
る
。
」
と
語
り
、

福
島
原
発
か
ら
７
キ
ロ
に
あ
る
町
が
、
原

平
和
な
日
本
と
復
興
を

　

７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、自
治
体
学
校
が
仙
台
市
で
開
か
れ
参
加
し
て

き
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
被
災
地
か
ら
地
方
自
治
を
学
ぶ
」で
、被
災
時

自
治
体
職
員
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、貴
重
な
報
告
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。石
川
敏
宏
、岩
井
友
子
市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

憲
法
の
「
地
方
自
治
」

　
　 

活
か
さ
れ
て
い
る
か

福
島
県
浪
江
町
町
長
「
再
稼
働
は
生
存
権
を
脅
か
す
」

心
打
た
れ
た

大
槌
町
保
健
師
さ
ん
の
訴
え

発
事
故
の
際
に
は
東
電
、
国
か
ら
何
の
連

絡
も
無
か
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
町
民

に
濃
度
の
高
い
放
射
線
を
浴
び
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も
町
民
は

6
2
0
の
市
町
村
に
避
難
し
、
児
童
生
徒

は
6
9
0
の
避
難
先
の
学
校
に
通
っ
て
い

る
。「
福
島
の
事
故
の
原
因
は
、
地
震
で
配

管
が
壊
れ
て
制
御
出
来
な
く
っ
た
可
能
性

も
強
い
、
原
因
究
明
な
く
し
て
、
鹿
児
島

県
の
川
内
原
発
再
稼
動
は
あ
り
え
な
い
。
」

と
怒
り
を
こ
め
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
民
一
万
四
千
人
中
、
八
五
四
人
が
津

波
で
犠
牲
に
な
っ
た
岩
手
県
大
槌
町
。

　

保
健
師
さ
ん
は
、
役
場
に
集
結
す
る
た

め
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
同
僚
保
健
師
3

人
を
津
波
で
失
い
、
自
分
の
子
ど
も
の
生

死
も
確
認
で
き
な
い
中
で
、
現
場
に
居
合

わ
せ
た
医
師
と
協
力
し
町
民
の
避
難
誘
導

と
救
命
に
当
た
っ
た
こ
と
な
ど
、
自
治
体

職
員
と
し
て
使
命
を
果
た
し
た
こ
と
を

切
々
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
船
橋
市
で
の

災
害
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
な
日
本
と
復
興
を

憲
法
「
９
条
」
と
「
地
方
自
治
」
を
活
か
し
て

憲
法
「
９
条
」
と
「
地
方
自
治
」
を
活
か
し
て
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沖
縄
県
名
護
市
で
は
、
今
、
米
軍

普
天
間
基
地
の
辺
野
古
へ
の
移
設
を

阻
止
す
る
た
た
か
い
と
、
安
倍
政
権

が
直
接
介
入
を
始
め
た
名
護
市
議
選

の
た
た
か
い
で
、
緊
迫
し
た
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
1
月
、
沖
縄
で
は
県
議
会
の

各
会
派
・
四
一
市
町
村
・
議
会
議
長

ら
が
署
名
し
た
「
建
白
書
」
を
作
成

し
、
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
、
普

天
間
基
地
閉
鎖
・
撤
去
、
県
内
移
設

断
念
」
を
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
の
7
月
1
日
、
安

倍
内
閣
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

ジ
ュ
ゴ
ン
生
き
る

    
辺
野
古
の
海  

壊
す
な！！

の
閣
議
決
定
を
強
行
し
た
同
じ
日

に
、
米
軍
新
基
地
建
設
の
工
事
を
着

工
し
ま
し
た
。
禁
止
水
域
を
大
幅
に

拡
大
し
、
巡
視
船
一
六
隻
を
全
国
か

ら
集
め
て
、
禁
止
水
域
に
侵
入
し
た

者
は
「
刑
事
特
別
法
で
逮
捕
す
る
」

と
い
う
恫
喝
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

60
年
前
の
「
銃
剣
と
ブ
ル
ト
ー
ザ

ー
」
で
県
民
の
土
地
を
強
奪
し
、
基

地
を
建
設
し
た
と
き
と
全
く
同
じ
、

と
い
う
の
が
沖
縄
の
人
た
ち
の
訴
え

で
す
。

　

現
地
で
は
、
新
基
地
建
設
工
事
に

抗
議
す
る
た
め
、
炎
天
下
で
終
日
、

「
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
」
ゲ
ー
ト
前

で
の
抗
議
の
座
り
込
み
も
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

名
護
市
で
は
、
9
月
7
日
投
票
の

名
護
市
議
選
も
告
示
ま
で
1
ヶ
月
と

せ
ま
り
、
定
数
27
を
争
い
、
基
地
反

対
派
の
稲
嶺
市
長
与
党
は
16
名
、
新

基
地
推
進
派
は
21

名
の
立
候
補
が
予

定
さ
れ
、
安
倍
政

権
は
、
基
地
推
進

派
の
過
半
数
を
狙

い
、
直
接
介
入
を

は

じ

め

て

い

ま

す
。

　

自
民
党
本
部
に

呼
ば
れ
、
県
民
を

裏
切
っ
て
公
約
を

投
げ
捨
て
た
沖
縄

県
選
出
の
5
人
の

国
会
議
員
を
、
基

地
推
進
派
の
新
人

に
貼
り
付
け
る
こ

と
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

辺
野
古
の
た
た
か
い
と
、
名
護
市

議
会
選
挙
へ
の
支
援
が
強
ま
り
、
前

進
す
れ
ば
、
沖
縄
の
未
来
に
展
望
が

開
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　名護市辺野古で、警戒する海上保安庁の職員（写真、奥）と、
「平和丸」から工事をやめるよう呼びかける人たち（写真手前）。

（「しんぶん赤旗」7/28付より、転載）

船
橋
市
に
住
ん
で
い
た
、吉
田
務
さ
ん（
現
在
、や
ん
ば
る

統
一
連
代
表
）か
ら
の
現
地
報
告
で
す
。

美
し
い
海


